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が
で
き
た
の
は
、

さ

れ
た

ホ
ー

ク
北

工

場
の
生
乳
処
理
が
、
1
年

度

時
（

量
４
２

０

）
と
比
較
し
て

加

（

量
６
０
０
～
６
２
０

）
し
た
こ
と
が
一

だ

っ
た
（
図
１
）。

さ
ら
に
、
こ
れ
は

年

の
こ
と
だ
が
、
特
に

用

需
要
が
減
少
す
る
年

年

に
お
い
て
、
本
会
は
受

託
生
乳
の
完
全
処
理
に
向

け
、
全
乳
業
者
に
対
し
乳

製
品
工
場
の
高

を
要

し
て
お
り
、

ホ
ー

ク
北

工
場
で
は
21
年
度

以

、

量
５
０
０
～
６

０
０

の
処
理
を
行
っ
て

い
る
（
図
２
）。

■
総
括
と
今
後

平
成
1
年
度
の
経
過
を

受
け
、
生
乳
廃
棄
を

度

と
発
生
さ
せ
な
い
取
り
組

み
と
し
て
実
施
し
た
よ
つ

乳
業

ホ
ー

ク
北

工
場
の
生
乳
処
理
能
力

強
は
、
同
社
協
力
の
下
、

需
要
低
下
に

う
需
給
緩

和
時
（
年

年

含

）

や
、

な
ど
の

的

な
過
剰
時
に

ル

す

る
な
ど
、
生
乳
の
完
全
処

理
に
大
き
く

し
て
い

る
。今

後
も
、
需
給
緩
和
や

な
ど
の

的
状
況

が
発
生
す
る
可
能
性
は

定
で
き
な
い
た
め
、
生
産

者
自
ら
が
需
給
調
整
機
能

を
確
保
し
続
け
る
こ
と

が
、
安
定
的
な
生
乳
生
産

体
制
に
は
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
た
め
、
26
年
度

で
生
産
者
の

出
は

し
た
も
の
の
、
酪
農
生
産

基

の
強
化
と
と
も
に
、

引
き
続
き

ホ
ー

ク
北

工
場
の
生
乳
処
理
能
力

を

切
に
維
持
す
る
こ
と

が

要
で
、
本
会
は
よ
つ

乳
業
と
連

し
た
上

で
、
受
託
生
乳
の
完
全
販

売
に

め
て
い
く
。

タ
ー
等
向
け
処
理
を
最
大

限
ま
で
引
き
上
げ
た
。

　

ま
た
、
2
年
３

に
は

本
大

が
発
生

し
、

後
は
生
乳
・

状

乳
製
品
の
道
外

出
や
、

用
牛
乳
製
品
の

出
が

す
べ
て

す
る
な
ど
、

通
が

す
る
中
、
生

乳
の
完
全
処
理
に
向
け
て

取
り
組
ん
だ
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
で

生
乳
廃
棄
を

れ
る
こ
と

ホ
ー

ク
北

工
場
の

生
乳
処
理
能
力

強
は
、

次
の
よ
う
な
、
生
乳
需
給

が
緩
和
し
た
際
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。

一
つ
は
、
平
成
20
年

に
発
生
し
た
リ
ー

ン
シ

ッ
ク
の
影
響
も
あ
り
、

21
年

に
国
内
の
牛
乳
乳

製
品
需
要
が
大
き
く
低
下

し
た
と
き
だ
。
本
会
は
チ

ー
ズ
の
委
託
加
工
の
実
施

と
と
も
に
脱

粉
乳
・
バ

販
経
費
と
し
て
受
託
生
乳

１
㎏

た
り
３

１

５

を

じ
た
金
額
を

の
上
、

出
し
た
。

　

26
年
度
３

分
に
つ
い

て
は
、

払

額
と

払
額
と
の
差
額
を
、
2
年

４

0

に

出
し

し
た
。

■
施
設
の

　
稼
働
状
況

実
際
に
、
よ
つ

乳
業

の
第
７
回
生
乳
受
託
販
売

委

会
で
、
生
産
者
負
担

分
に
つ
い
て
は
19
年
度
か

ら
「
需
給
調
整
施

対

費
」
と
し
て
共

を

行
い
、
よ
つ

乳
業
に

払
う
こ
と
と
し
た
。

そ
の
際
、
生
産
者
の
負

担
額
は
、

額
約

円
の
う
ち
、
国
・
行

の
補

金
（
約
16

円
）の

ほ
か
、
よ
つ

乳
業
（
７

円
）、
ホ
ク
レ
ン
（
５

円
）
を
差
し
引
い
た

額

（
約
９

円
）
と
し
た
。

■
生
産
者
の

　
支
出
実
績

生
産
者
負
担
分
の

払

額
は
、
最

的
に
９

４
１

５

円
（
不

）
と
な
っ
た
。

払
い
方
法
は
、
平
成

19
～
2
年
度
ま
で
分
割
払

い
に
よ
り
、
各
年
度
、
共

期
し
か

し
な
い
「

力

不

」
と
な
る
。

こ
の
た
め
、

生
乳
処

理
能
力
は
「
指
定
団
体
の

処
理

力
」
と
位
置
づ
け
、

生
産
者
と
指
定
団
体
、
よ

つ

乳
業
の
３
者
で
経
費

を
負
担
す
る
ほ
か
、
関
係

行

の

を
要

す
る

こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
た
協
議
経
過
を

踏
ま
え
、
18
年
11

2

生
乳
処
理
能
力
の

強
に

的
に
関
与
す
べ
き
」

と
し
て
、

乳
業
の
よ

つ

乳
業
に
生
乳
処
理
能

力
の

強
を
依

す
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
際
は
北

、

地
区
の
う
ち
、

性
の
高
い
北

地
区

を
優
先
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
生
乳
処

理
能
力
の

強
は
、
よ
つ

乳
業
全
体
で
は
、
一
時

え
る
事

と
な
り
、
第
４

期
に
は
一
部
生
乳
の

産
業
廃
棄
物
処
理
を

な
く
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
18
年
７

６

の
第
５
回
生
乳
受
託

販
売
委

会
と
同

24

の
第
４
回
生
乳
受
託
販
売

委

会
特
別
委

会
で
対

応
を
協
議
し
た
結
果
、「
本

道
酪
農
の

な
る
発
展
の

た
め
に
は
生
産
者
自
ら
が

■
生
産
者
負
担

　
の
経
過

脱

粉
乳
の
過
剰
在
庫

が
問
題
と
な
る
な
ど
、
生

乳
需
給
の
大
幅
な
緩
和
を

受
け
、
道
内
の
出
荷
乳
量

は
平
成
1
年
度
に
乳
業
工

場
の
生
乳
処
理
能
力
を

需給調整施設対策費
26年度で支払い完了

詳
報

よ
つ
葉
乳
業
の
生
乳
処
理
能
力
増
強

需
給
緩
和
時
の
完
全
処
理
に
効
果
大

よ
つ

乳
業

ホ
ー

ク
北

工
場
（

別

）
の
生
乳
処
理
能
力

強
に
向

け
、
道
内
の
生
産
者
が
平
成
19
年
度
か
ら
負
担
し
て
き
た
「
需
給
調
整
施

対

費
」（
受
託
生
乳
１
㎏

た
り
３

１

５

）
の

払
い
が
26
年
度

で

し

た
。

払
い
実

の

と
と
も
に
、
生
産
者
が
負
担
し
て
き
た

的
や
同
工
場

の
役
割
を
改
め
て

す
る
。

生
乳
処
理
能
力
の

強

に
向
け
、
よ
つ

乳
業
は

ホ
ー

ク
北

工
場
に

新
た
な
乳
製
品
加
工
施

を

し
、
平
成
19
年
11

29

に

工
し
た
。

乳
製
品
加
工
施

は

６

て
で
、

面

は
２
５
０
０

（
約
７

６
０

）
、

面

は
５

１
０
０

（
約
１
５
４
０

）
。製

品

は
、
脱

粉

乳
と
バ
タ
ー
、
脱

乳
、
ク
リ
ー
ム
の
４
品

で
、

要

と
し
て
分

や

、
粉
乳

填
機
、
ク

リ
ー
ム
・

乳
出
荷

、
バ
タ
ー

シ
ー
ン
な

ど
を

え
る
。

生
乳
処
理
能
力
は
年
間

12

。
こ
の
結
果
、

ホ
ー

ク
北

工
場
の
生

乳
処
理
能
力
は
、
そ
れ
ま

で
の
（

工
場
の
）
15

か
ら
、
１
・

の

2

に

大
し
た
。

な
お
同
工
場
は
、
地
元

酪
農
家
の
要

に
応
え
、

乳
製
品
加
工
施

の

工

を
機
に
、
工
場

を

来

の
「
北

工
場
」
か
ら
変

し
て
い
る
。

よつ葉乳業オホーツク北見工場の乳製品加工施設（中央の
２層式の建物）

生乳処理能力
27万㌧に拡大




